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奈
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会
長

菅

野

正

奈

良
大
学
文
学
部
史
学
科
は
、
大
学
創
設
と
同
時

に
設
置
さ
れ
、
今
年
、
創
立
十
五
年
目
に
入

っ
た
。
決
し
て
長
く

な
い
、
し
か
し
困
難

の
多

い
歴
史
の
中
で
、
関
係
者
は
努
力
を
つ
づ
け
、
漸
く
今
日
に
至

っ
た
。
今
、
創
立
十
五
年
を
機
会
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
さ
ら
に
、
歴
史

学
の
研
究
、
教
育
の
発
展
を
図

る
べ
く
、
「奈
良
大
学
史
学
会
」

を
設
立
す
る
こ
と
を
発
意
し
た
。
「吾
れ
十
有
五
に
し

て
学
に
志
す
」
の
言

葉
も

あ
り
、
今
日
ま
で
の
基
礎
の
上
に
た
っ
て
、
さ
ら
に
古
人
の
意
を
新
た
に
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
奈
良
大
学
史
学
会
」
は
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
、
事
業
の

一
つ
と
し
て
、
…機
関
誌
の
刊
行
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
れ
に
基
き
、

こ
こ
に

『奈
良
史
学
』
を
発
刊
す
る
。
近
年
、
史
学
関
係
の
す
ぐ
れ
た
専
門
雑
誌
が
、
数
多
く
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
際
に
、
新

た
に

『奈
良
史
学
』
を
発
刊
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
に
何
を
加
え
よ
う
と
す
る
の
か
。
特
別
な
意
図
あ
る
訳
で
は
な
い
。
た
だ
、
歴
史
学
の
研

究
、
教
育

の
成
果
を
発
表
し
て
、
そ
の
発
展
を
期
し
、
学
会
と
交
流
を
計
り
、
い
さ
さ
か
学
界
に
寄
与
し
た
い
所
存
の
み
で
あ
る
。

「
奈
良
大
学
史
学
会
」
は
誕
生
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。
『奈
良
史
学
』
は
第

一
号
発
刊
に
よ
っ
て
、
第

一
歩
を
踏
み
だ
す
こ
と
に
な

っ
た
。

わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
べ
く
、
努
力
す
る
所
存
で
あ
る
。
さ
し
当
り
の
次
の
目
標
た
る

「而
立
」

へ
向

っ
て
、
騨
尾
に
接
し
て

進

み
た
い
と
思
う
。
着
実
に
発
展
で
き
る
よ
う
、
各
位
の
ご
批
判
と
ご
鞭
錘
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。
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